
子
ど
も
を
守
れ
!!
全
国
で
緊
急
行
動

ガ
ザ
で
の
ジ

ェ
ノ
サ
イ
ド
を
許
す
な
と
、
11
月
19
日

東
京

・
新
宿
、
名
古
屋
栄
な
ど
各
地
で
緊
急
行
動
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
碧
南
市
で
も
、
例
月
の
19
行
動

を

「ガ
ザ
停
戦

・
緊
急
行
動
」
に
切
り
替
え
ピ
ア
ゴ

碧
南
東
店

（東
浦
町
）
で
訴
え
ま
し
た
。
駐
車
場
満

タ
ン
の
お
客
さ
ん
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
耳
を
傾
け
、

募
金
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京

・
新
宿
で
は
、
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
や
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が
参
加
す
る

「パ
レ
ス
チ
ナ

に
平
和
を
！
緊
急
行
動
」
が
集
会
と
デ
モ
を
行
い
ま

し
た
。
名
古
屋
市

・
栄
で
も
３
５
０
人
が
参
加
し
、

「イ
ス
ラ
エ
ル
は
ガ
ザ
侵
攻
と
無
差
別
空
爆
を
や
め

よ
！
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
旗
を

掲
げ
、

「虐
殺
や
め
ろ
」

「フ
リ
ー
、
フ
リ
ー
、
ガ

ザ
」
な
ど
と
大
き
な
声
で
訴
え
な
が
ら
練
り
歩
き
ま

し
た
。

日
本
政
府
が
国
連
決
議
に
棄
権

国
連
総
会
は
10
月
27
日
、
イ
ス
ラ
エ
ル

と
イ
ス
ラ
ム
組
織

ハ
マ
ス
の
衝
突
を
め
ぐ

る
緊
急
特
別
会
合
で
、
人
道
回
廊
の
設
置

や

「人
道
的
休
戦
」
を
求
め
る
決
議
案
を

採
択
し
ま
し
た
。
採
択
に
必
要
な
投
票
全

体

（賛
否
の
み
）
の
３
分
の
２
以
上
に
あ

た
る
１
２
１
カ
国
が
賛
成
し
た
。
米
国
や

イ
ス
ラ
エ
ル
は
反
対
。
日
本
政
府
は
棄
権

し
ま
し
た
。
平
和
憲
法
を
持
つ
国
と
思
え

な
い
態
度
で
す
。

日
本
共
産
党
、
各
国
に
呼
び
か
け

11
月
６
日
、
日
本
共
産
党
は

「ガ
ザ
で
の
ジ

ェ

ノ
サ
イ
ド
を
許
す
な

ガ
ザ
攻
撃
中
止
と
即

時
停
戦
に
向
け
て
の
各
国
政
府

へ
の
要
請
」
を

各
国
政
府

（大
使
館
）
と
国
連

・
地

域
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
外
務
相

上
川
氏
や
、
中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
な

ど
要
望
。
全
文
は
左
表
の
通
り
で
す
。

ガザでのジェノサイドを許すな
日本共産党が緊急行動・各国政府へ要請
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日本共産党碧南市委員会
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山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
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ガザでのジェノサイドを許すな——ガザ攻撃
中止と即時停戦に向けての各国政府への要請
➀イスラエルの大規模攻撃により、パレスチナ・ガザ地区の人道状

況は、「子どもたちの墓場と化し、人々の生き地獄となっている」

(ユニセフ）とも言われる深刻な危機に直面している。日本共産

党は、この人道的危機を一刻も早く止めるために、各国政府、国

際機関が、「イスラエルはガザ攻撃を中止せよ」「即時停戦を」

の一点で、緊急の行動を強めることを心から要請する。

②この間、イスラエル軍は、ガザ北部のジャバリヤ難民キャンプへ

の連続的な空爆、患者をのせた救急車の車列へのミサイル攻撃な

ど、空と陸と海から大規模攻撃を行い、多数の民間人が犠牲となっ

ている。ガザを封鎖し、電気、水、食料、医薬品の供給を妨げ、

多くの民間人を死の淵に追いやっている。ガザ北部の住民に南部

への移動を命じていることも、深刻な人道的災厄を招いている。

この１カ月でガザでは１万人近くが犠牲となり、その４割は子ど

もと報じられている。わが党は、多数の民間人の命を奪い、甚大

な犠牲を強いているイスラエルによる軍事行動を強く非難する。

国連の人権専門家７人は、連名で、ガザの事態について、「ジェ

ノサイド（集団殺害）の重大な危険」と厳しく警告している。イ

スラエルによる攻撃は、その一つひとつが明白な国際人道法違反

の戦争犯罪であるだけでなく、その規模と残虐さからみて、ジェ

ノサイド条約（１９４８年）が固く禁じている集団殺害――ジェ

ノサイドの重大な危険があることを強く指摘しなくてはならない。

国際社会はガザでのジェノサイドを決して許してはならない。

③今回のガザ危機の直接の契機は、１０月７日のハマスによる無差

別攻撃にあった。民間人を無差別に殺傷することは国際法違反で

あり、わが党はそれを強く非難するとともに、人質の即時解放を

求める。同時に、こうした事態が起こった背景には、イスラエル

が１９６７年以来、ヨルダン川西岸とガザ地区を占領下におき、

住民の強制排除を行いながら入植を拡大してきたこと、ガザ地区

に対しては２００７年以来、封鎖政策をとり、「天井のない監獄」

と呼ばれる非人道的状態をつくりだしてきたこと、たびたびの空

爆によって多くのパレスチナ人を犠牲にしてきたという歴史的事

実がある。これらはすべて国連の決定と国際法に背く無法行為で

あることを、厳しく指摘しなくてはならない。イスラエルが、ハ

マスの攻撃に対する「自衛権」をたてに、圧倒的な軍事力を行使

した報復を行い、ガザでのジェノサイドを行うことは、決して許

されるものではない。

④日本共産党は、中東和平のためには、国連の一連の決議でも確認

されているように、(1)イスラエルの占領地からの撤退、(2)パレ

スチナ独立国家樹立を含む民族自決権の実現、(3)両者の生存権

の相互承認という三つの原則を踏まえたとりくみが必要であるこ

とを、一貫して主張し続けてきた。同時に、ガザの深刻な人道的

危機の打開は一刻の猶予も許されない。日本共産党は、「全世界

の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存す

る権利を有する」と宣言し、国際紛争解決の手段としての戦争を

永久に放棄した憲法をもつ国の政党として、ガザの深刻な人道的

危機を打開するために、各国政府と国際機関が、以下の２点の実

現に向けて、緊急の行動をとることを心から要請する。

緊急行動
⑴イスラエルは、ガザ攻撃を即時中止すること。

⑵双方は、即時停戦のための交渉のテーブルにつくこと。少なくと

も人道的休戦を求めた10月27日の国連総会決議を順守した行動を

とること。

碧南市ピアゴ

前。山口議員

と、磯貝さん

右：新宿

左：栄

の集会



コ
ロ
ナ
禍
で
の
命
と
く
ら
し
守
る

２
０
２
４
年
碧
南
市
議
会
選
挙
ま
で
、

あ
と
５
ヶ
月
ほ
ど
と
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
碧
南
市
会
議
員
団
は
、

毎
週
の
サ
ン
デ
ー
版
と
、
議
会
ご
と
の

碧
南
民
報
で
市
政
報
告
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。
２

０
２
０
年
は
旧
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
２
０
２

１
年
か
ら
は
、
現
在
の
も
の
に
す
べ
て
、
現

物

（サ
ン
デ
ー
版
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
で
入
手
、

検
索
で
き
ま
す
。
（碧
南
市

共
産
党
で
も
）

コ
ロ
ナ
で
、
選
挙
直
前
に
学
校
休
校
、
マ

ス
ク
を
つ
け
握
手
禁
止
の
選
挙
選
に
突
入
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
３
議
席
か
ら
２
議
席
に

な
っ
た
も
の
の
掲
げ
た
公
約
実
現
に
力
を
尽

く
し
て
来
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

市
民
病
院
、
再
編
統
廃
合
リ
ス
ト
撤
回

２
０
１
９
年
９
月
に
、
国
か
ら
突
然

「再
編
統
廃
合
リ

ス
ト
」
に
名
指
し
さ
れ
た
碧
南
市
民
病
院
。

市
議
選
は
、
国
に
物
言
え
な
い
禰
宜
田
市
長
に

「市
民

病
院
守
れ
」
を
突
き
付
け
る
闘
い
と
な
り
ま
し
た
。

市
当
局
が

「碧
南
市
民
病
院
は
感
染
病
院
で
は
な
い
の

で
感
染
病
床
は
増
や
さ
な
い
」
と
言
い
張
る
の
を
、
感
染

患
者
が
ど
ん
ど
ん
搬
入
さ
れ
る
実
態
や
、
４
人
床
で
の
コ

ロ
ナ
感
染
の
危
険
性
も
訴
え
ま
し
た
。

市
長
は
、
「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
を
理
由
に
、
当
初
の
に

ニ
ュ
ー
ア
ル
予
算
５
億
円
を
２
０
１
９
年
度
先
送
り
、
３

億
円
に
減
額
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、
感
染
病
床
を
増
設
、

洋
式
ト
イ
レ
、
個
室
に
も
ト
イ
レ
、
大
部
屋
は
３
人
に
し

ま
し
た
。

ピ
カ
ピ
カ
の
病
院
で
患
者
は
帰
っ
て
く
る

コ
ロ
ナ
感
染
と
、
高
浜
市
に
医
療
法
人
豊
田
会

刈
谷

豊
田
総
合
病
院
高
浜
分
院

（１
０
０
床
）
が
開
設
さ
れ
、

入
院
患
者
が
激
減
す
る
中

「リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
ピ
カ
ピ
カ

に
す
れ
ば
、
患
者
は
帰
っ
て
く
る
」
と
日
本
共
産
党
は
励

ま
し
て
き
ま
し
た
。
国
に
も
市
長
に

も
ハ
ッ
キ
リ
物
言
え
る
、
日
本
共
産

党
だ
か
ら
市
民
病
院
守
れ
ま
す
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
に

２
０
２
０
年
６
月
議
会
に
は
、
３

０
１
９
名
の
く
る
く
る
バ
ス
拡
充
の

請
願
に
日
本
共
産
党
以
外
は
全
員
反

対
。
そ
れ
で
も
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券

は
、
24
枚
支
給
で
２
０
２
２
年
度
か

ら
実
現
し
ま
し
た
。
要
介
護
、
非
課

税
の
き
び
し
い
基
準
の
緩
和
を
求
め

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

「買
い
物
や

医
者
に
行
け
な
い
」
の
声
を
ま
っ
す

ぐ
に
受
け
止
め
る
日
本
共
産
党
の
住

民
が
主
人
公
。
交
通
権
守
れ
の
立
場

が
光
っ
て
い
ま
す
。
18
歳
ま
で
医
療

費
無
料
化
も
４
年
前
か
ら
ズ
ー
と
主
張
。

統

一
協
会
と
対
決

・
正
義
の
力

２
０
０
８
年
６
月
12
日
、
山
口
議
員
は
本
会
議
で
統

一

教
会
と
市
長
の
関
わ
り
に
つ
い
て
質
問
。
２
０
２
２
年
安

倍
元
総
理
の
銃
撃
事
件
以
来
、
再
浮
上
し
た
統

一
協
会
の

イ
ベ
ン
ト
に
実
行
委
員
長
と
な
っ
た
市
長
に
対
し
て
、
真

相
解
明
と
辞
任
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
他
の
議
員
が
、
市

民
の

「真
相
解
明
を
求
め
る
請
願
」
に
反
対
し
た
の
と
違

い
歴
然
で
す
。
い
よ
い
よ

「解
散
命
令
請
求
」
が
国
か
ら

出
さ
れ
た
今
、
禰
宜
田
市
長
が
再
び
立
候
補
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
禰
宜
田
氏
と

一
体
と
な
っ
て
、

市
議
会
議
員
も
い
ま
す
。
統

一
協
会
の
選
挙
協
力
を

受
け
た
こ
と
が
濃
厚
で
す
。
詐
欺
的
商
法
で
、
印
鑑

や
壺
を
信
者
に
売
り
家
庭
破
壊
を
引
き
起
こ
す
。
集

団
結
婚
を
行
い
日
本
国
憲
法
の
結
婚
の
自
由
を
犯
し
、

２
世
に
心
身
共
に
耐
え
難
い
苦
悩
を
与
え
て
い
る
統

一
協
会
。
日
本
共
産
党
は
１
０
１
年
間
、
人
間
の
尊

厳
と
自
由
や
民
主
主
義
の
た
め
に
、
命
が
け
で
闘
っ

て
き
た
政
党
で
す
。
い
ま
わ
し
い
統

一
協
会
と
碧
南

市
長
の
座
は
、
両
立
で
き
ま
せ
ん
。
正
義
の
声
を
広

げ
、
禰
宜
田

氏
の
再
選

阻
止
の
世

論
を
広
げ

ま
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（火
曜
日
）午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

碧南民報から見る(2020年4月～2023年11月）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団の
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２
０
２
０
年

市
議
選
の
公
約


